
                                                                    

                                                    

    

こ
の
や
り
か
た
で
今
後
も
「
協
働
」

の
問
題
解
決
に
臨
み
ま
す
。 

市
長
、
教
育
長
と
の
協
議
、

経
営
企
画
部
と
の
月
例
協
議
、
景

観
部
み
ど
り
課
、
都
市
整
備
部
、

文
化
財
課
と
も
連
携
を
積
み
重

ね
ま
す
。
ま
た
こ
の
「
協
働
方
式
」

に
つ
い
て
は
県
に
も
提
案
し
て
お

り
、
玉
縄
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

市
民
、
鎌
倉
市
、
神
奈
川
県
の
三

者
協
働
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
は
決
し
て
人
任
せ

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
基
本
は
市
民

の
自
力
事
業
で
す
。
崩
壊
寸
前
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
〝
玉
縄
城
〟
を

復
活
さ
せ
る
た
め
の
、
歴
史
の
道

の
美
化
整
備
も
縄
張
り
測
量
も
、

城
址
復
元
の
ジ
オ
ラ
マ
・
パ
ノ
ラ
マ
・

Ｃ
Ｇ
映
像
制
作
も
、
そ
の
発
想
・

デ
ザ
イ
ン
か
ら
実
制
作
ま
で
、

私
た
ち
は
可
能
な
限
り
自
力
で
や

り
た
い
。
そ
の
上
で
こ
そ
、
行
政
と

の
協
働
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
、
私
た
ち
は
玉
縄
の

足
元
を
見
つ
め
た
い
。
調
べ
れ
ば

調
べ
る
ほ
ど
玉
縄
の
自
然
や
歴
史

に
は
深
さ
と
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ

を
玉
縄
の
再
発
見
事
業
と
し
て

構
築
し
ま
す
。 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５ 

    

当
会
が
発
足
し
て
２
年
、
私
た
ち

が
打
ち
出
し
た
玉
縄
城
址
ま
ち
づ

く
り
の
構
想
は
こ
う
し
て
鎌
倉
の
行

政
計
画
と
し
て
動
き
始
め
ま
し
た
。 

 

１
０
月
２
２
日
、
当
会
は
早
速
、

市
経
営
企
画
部
と
協
議
、
５
０
０
年

祭
と
記
念
事
業
の
「
何
を
」
「
ど
の
よ

う
に
」
の
具
体
策
に
こ
れ
か
ら
協
働

で
取
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

市
民
の
思
い
と
行
政
の
条
件
に
は

大
き
な
開
き
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
ど
こ
ま
で
埋
め
ら
れ
る
か
、

こ
こ
が
難
し
い
課
題
に
な
り
ま
す
。 

  

し
か
し
当
会
に
は
楽
天
的
な
信
念

が
あ
り
ま
す
。 

「
対
等
の
当
事
者
と
し
て
」 

「
話
し
合
い
の
先
に
必
ず
道
は
あ
る
」

「
常
識
の
裏
側
に
突
破
口
が
あ
る
」 

２００８年（平成２０年）１１月３日発行 第３号         玉縄城 まちだより         

玉
縄
思
い
出
写
真
館 
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「
玉
縄
城
５
０
０
年
祭
」 

市
の
実
施
計
画
に 

(1)     玉縄城 まちだより ２００８年（平成２０年）１１月３日発行 第３号 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

     

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１ 

          

県
議
、
三
谷
光
雄
市
議

会
議
長
等
の
名
前
が
記

録
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

※
橋
の
渡
り
初
め
は
三
世

代
の
夫
婦
が
揃
っ
て
い
る

一
家
を
先
頭
に
し
て
行
う

こ
と
が
習
し
で
す
。 

（
写
真
は
植
木
在
住
の

加
藤
様
か
ら
拝
借
し
ま

し
た
） 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５ 

   
玉
縄
の
歴
史
・
生
態
系
再
発
見

セ
ミ
ナ
ー
、
探
索
会
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
市
長
・
教
育

長
の
要
請
に
答
え
た
『
か
ま
く
ら

子
ど
も
風
土
記
』
玉
縄
版
の
記
述

提
案
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
も
そ
の

一
環
で
す
。 

   

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議
で

は
５
０
０
年
祭
準
備
委
員
会
を
開
い

て
祭
典
・
イ
ベ
ン
ト
の
発
想
、
記
念 

事
業
の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
開
発
チ
ー
ム
と
し
て
、
当
会

で
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ

ー
、
イ
ベ
ン
ト
担
当
者
、
映
像
・
Ｉ
Ｔ

技
術
者
か
ら
土
木
・
建
築
家
、
会
計

士
な
ど
専
門
家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
っ
て
い
ま
す
。 

自
由
に
話
し
合
い
一
緒
に
つ
く
り

あ
げ
る
楽
し
さ
、
損
得
抜
き
で
汗
を

か
く
爽
快
感
、
ま
ち
づ
く
り
の
達
成

感
が
「
報
酬
」
で
す
。 

 

２
０
１
２
年
の
玉
縄
城
５
０
０
年

祭
へ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
間
近
で
す
。
市

長
も
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
玉
縄
の
ま

ち
づ
く
り
に
弾
み
を
つ
け
る
５
０
０

年
祭
と
記
念
事
業
を
オ
ー
ル
玉
縄

の
底
力
で
立
派
に
推
進
し
ま
し
ょ

う
。 

「玉縄城址まちづくり会議」の活動

２００８年（平成２０年） 

4/ 5 アダプト・プログラム七曲坂
草取り清掃ＫＣＣ取材 

4/16 市みどり課、まちづくり担当と
七曲坂周辺探索・情報交換 

4/20 七曲広場草刈り片付け奉仕 
太鼓やぐら周辺縄張り測量 

4/25 市景観部長・みどり課長懇談
5/ 2 市経営企画部長、課長補佐
と懇談 

5/ 3～9市広報番組で 4/5 アダプト
実施の模様を放映      

5/18・25 鎌倉ＦＭで当会紹介番組
を２週連続放送 

5/20～25NPO10 周年記念フェステ
ィバルに７メートルパネル展示
で参加 

5/24 環境ＮＰＯ６団体のリレートー
クを主催 

5/31 かまくら子ども風土記勉強会
始まる（以後５回開催） 

6/ 1 七曲坂草刈り奉仕 
6/ 9 「臨時役員会」開催。市長宛
て要望書の内容討議 

6/18 七曲坂花の苗植え付け 
6/29 歴史セミナー「玉縄北条を考
える」開催 講師伊藤一美氏

7/14 市長に「玉縄城５００年祭と
記念事業計画要望書」提出 
教育長に「かまくら子ども風土
記」第１回修正案を提出 

7/18 ＮＰＯ鎌倉で「かながわボラ
ンタリー活動推進基金２１」の
説明会と相談会に参加 

7/19 「ロジュマンまつり」展示参加
ＮＰＯ利用団体懇話会出席 

7/24 玉縄地域市長ふれあい懇談
会に参加 

7/30 県の緑政課、都市整備公園
課まちづくり班、文化財課と
協働の意見交換、懇談 

8/ 8 市の担当及び都市計画課員
と神奈川県「基金２１」提出の
協働事業提案書の協議 

8/14 「協働事業提案書」神奈川県
知事に提出 

8/19 玉縄史蹟（首塚）まつり参加
9/ 7 団塊世代プロジェクトへ「甦れ
玉縄城！技術集団募集」
パネル参加 

9/ 8 「子ども風土記」改定版を教
育長、教育センター長に提出

9/13 全会員に「活動通信」配布 
9/20 「鎌倉パートナーズ」第 48 号
団体ＰＲ欄に当会紹介記事
掲載 

9/25 七曲坂花壇クラブ準備会議
9/27 ｢秋の植木周辺探索会｣開催
10/4 歴史セミナー「植木にあった
捕虜収容所」開催 講師平松
晃一氏 

 

大
和
橋
・
渡
り
初
め 

昭
和
三
十
年
撮
影 

年
会
費
１
，
２
０
０
円
払
込
の 

た
め
の
“
郵
便
振
替
口
座
番
号
” 

０
０
２
５
０-

７-

１
１
４
８
２
４ 

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議 

※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

お
忘
れ
な
く
！ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

甦
れ
！
玉
縄
城 

技
術
集
団
募
集 

 

 

 

や
ま
と
ば
し  

わ
た
り
ぞ
め 

        

【
ひ
と
言
】 

大
船
駅
西
口
前
の

柏
尾
川
に
架
か
る
橋

（
駅
に
近
い
方
）
が
大
和

橋
で
す
。
現
在
の
橋
の

一
代
前
の
橋
の
渡
り
初

め
が
、
昭
和
３
０
年
６
月

１
６
日
、
近
隣
の
一
家

三
夫
婦
※
を
招
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
近
年
久

し
振
り
の
儀
式
と
の
こ

と
で
、
こ
の
日
は
当
時
の

有
名
人
が
多
数
列
席
し

ま
し
た
。
松
岡
県
議
会

議
長
、 

山
田
三
之
助 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

七
曲
坂
「
自
然
の
学
校
」
開
校 

七
曲
坂
の
途
中
に
広
場
が
あ
り

ま
す
。
小
さ
な
流
れ
に
は
、
沢

ガ
ニ
が
い
て
、
オ
オ
ヤ
マ
ト
ン
ボ
が

産
卵
に
来
ま
す
。
こ
こ
を
教
室

に
玉
縄
の
三
小
学
校
の
皆
さ
ん

を
招
い
て
「
自
然
の
学
校
」
を 

開
校
し
ま
す
。 

１
回
目
は
植
木
小
の
２
年
生

に
水
仙
の
植
え
付
け
を
お
願
い

し
ま
し
た
。 

 

第
３
回
総
会 

□
日
時 

１
月
２
４
日
（
土
） 

１
３
：
３
０
～
１
５
：
３
０ 

□
場
所 

玉
縄
交
流
セ
ン
タ
ー 

  

次
に
や
る
べ
き
こ
と 

市
長
、
当
会
の
要
望
書
に
回
答 

基
本
は
自
力
事
業 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
迫
る 

神
奈
川
県
に
も
協
働
申
入
れ

黄色の絹布に黒文字で “八幡”
「勝ったぞ！勝ったぞ！」戦場を 
駆け回って味方を鼓舞し、敵に恐
れられた三代玉縄城主北条綱成
の旗差物“黄八幡”を復元しました 。 

玉
縄
を
再
発
見
す
る 

 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５ 

  

鎌
倉
市
長
は
８
月
２
８
日
、
当
会

が
提
出
し
た
玉
縄
城
５
０
０
年
祭
と

玉
縄
城
址
公
園
な
ど
記
念
事
業
の

推
進
を
求
め
る
要
望
書
に
対
し
て

「
市
民
に
よ
る
５
０
０
年
祭
を
鎌
倉
市

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
公
園
化
を
前
提

と
す
る
玉
縄
城
址
周
辺
七
曲
坂
の
整

備
を
行
政
が
担
う
重
要
な
課
題
と

す
る
。
ま
た
地
権
者
の
意
向
を
尊
重

し
『
市
民
緑
地
』
の
制
度
活
用
の
検
討

も
進
め
る
。
更
に
玉
縄
城
大
手
門
、

太
鼓
や
ぐ
ら
な
ど
の
復
元
～
映
像
に

よ
る
復
元
構
想
も
前
向
き
に
考
慮
す

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
基
本
的
に
当

会
の
要
望
が
受
入
れ
ら
れ
た
の
で
す 

 

ま
た
、
１
０
月
２
１
日
、
市
長
は
、

玉
縄
の
ま
ち
か
ど
ト
ー
ク
の
対
話
で

「
玉
縄
城
５
０
０
年
祭
を
実
施
計
画

の
ロ
ー
リ
ン
グ
に
組
み
入
れ
る
。
こ
れ

で
玉
縄
の
ま
ち
づ
く
り
に
弾
み
を
つ

け
た
い
」
と
公
式
に
表
明
し
ま
し
た
。 

。 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

「
玉
縄
城
５
０
０
年
祭
を 

語
り
合
う
会
」
開
催 

「
何
を
」
「
ど
の
よ
う
に
」
を
会
員

の
全
員
参
加
で
話
し
合
い
ま
す 

□
１
１
月
１
５
日
（
土
） 

１
５
：
３
０
～ 

□
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階 

「
甦
れ
！
玉
縄
城
展
」 

□
１
１
月
２
１
日
～
２
３
日 

□
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階 

七
曲
坂
「
花
壇
ク
ラ
ブ
」
誕
生 

七
曲
坂
を
彩
る
花
壇
の
草
取

り
に
、
お
近
く
の
皆
様
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

□
毎
月
第
二
木
曜
日 

①
９
：
０
０
～
②
１
３
：
０
０
～

□
連
絡
先 

事
務
局 

 

０
４
６
７-

４
５-

７
４
１
１
荒
井 

□
玉
縄
城
復
活
の
シ
ン
ボ
ル

「
黄
八
幡
」
旗
は
、
大
竹
正
芳

氏
、
豊
田
富
美
子
氏
、
関
根

肇
氏
の
共
同
制
作
で
す
。 

 

。 



                                                                    

                                                      

   
       

三
代
玉
縄
城
主
北
条
左
衛
門
大
夫

綱
成
（
ほ
う
じ
ょ
う
つ
な
し
げ
）
は
、
本
姓
を

福
島
（
く
し
ま
）
と
称
し
、
も
と
今
川
上
総

介
義
忠
の
宿
老
で
遠
州
土
方
の
城
主
で
あ

っ
た
福
島
正
成
（
く
し
ま
ま
さ
し
げ
）
の
子

で
あ
る
。
永
正
十
二
年
（
１
５
１
５
）
生
ま
れ

で
幼
名
を
勝
千
代
と
い
っ
た
。
父
正
成
は
、

大
永
元
年
（
１
５
２
１
）
１
２
月
２
３
日
甲
州

上
条
河
原
に
お
い
て
武
田
信
虎
方
の
萩
原

常
陸
介
の
武
略
に
か
か
り
、
原
能
登
守
に

討
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
勝
千
代
（
綱
成
）
は

家
臣
に
伴
わ
れ
、
小
田
原
に
逃
げ
の
び
た
。 

そ
の
後
、
二
代
小
田
原
城
主
北
条
氏
綱

に
養
育
さ
れ
青
年
武
将
と
な
っ
た
綱
成

は
、
合
戦
の
た
び
に
手
柄
を
た
て
、
氏
綱
の

側
近
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
彼
は
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
武
道
の
志
が
高
く
、
毎
月
１
５

日
に
は
身
を
浄
め
て
八
幡
大
菩
薩
に
祈
っ

て
い
た
。
ま
た
、
朽
葉
色
（
く
ち
ば
い
ろ
、

黄
色
）
に
染
め
た
四
半
の
練
絹
に
漢
字
で

「
八
幡
」
と
墨
書
し
た
旗
を
自
分
の
差
し
物

と
し
て
い
た
。
合
戦
の
際
に
は
こ
れ
を
差
し 

真
っ
先
に
進
ん
だ
と
い
う
。
世
の
人
た
ち
は

こ
の
綱
成
の
姿
を
「
地
黄
八
幡
（
じ
き
は
ち

ま
ん
）
」
と
呼
び
、
大
剛
の
勇
将
で
あ
る
と

言
い
あ
っ
た
。
北
条
氏
綱
は
養
父
と
し
て
自

分
の
「
綱
」
の
字
を
彼
に
与
え
、
福
島
正
成

の
「
成
」
と
合
わ
せ
て
「
綱
成
」
と
名
乗
ら
せ

た
。
そ
し
て
娘
を
娶
わ
せ
北
条
一
門
と
し
、

ま
た
、
二
代
玉
縄
城
主
為
昌
の
後
見
、
城

代
と
し
て
こ
れ
を
た
す
け
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
後
に
は
為
昌
の
養
子
と
な
り
、
天
文

十
一
年
（
１
５
４
２
）
５
月
、
為
昌
の
死
去
に

伴
い
、
玉
縄
城
の
後
継
者
（
三
代
城
主
）
と

な
っ
た
。
天
文
十
五
年
（
１
５
４
６
）
の
河
越

合
戦
で
は
河
越
城
を
守
っ
て
い
た
綱
成
が

大
活
躍
し
、
北
条
氏
の
武
蔵
国
進
出
に 

道
を
開
い
た
。
綱
成
は
玉
縄
城
主
と
し
て

玉
縄
衆
と
い
う
家
臣
団
を
率
い
て
一
帯
を

治
め
る
と
同
時
に
、
小
田
原
北
条
氏
の 

軍
事
力
の
中
心
と
し
て
、
し
ば
し
ば
そ
の
先

陣
を
務
め
、
最
前
線
の
城
に
在
城
し
て
前

線
防
衛
の
任
を
果
た
し
た
。
ま
た
三
代 

小
田
原
城
主
北
条
氏
康
の
名
代
と
し
て
関

東
や
奥
州
の
大
名
に
対
す
る
外
交
手
腕

も
発
揮
し
た
。
天
文
十
七
年
（
１
５
４
８
）
に

は
鎮
護
国
家
の
祈
願
所
と
し
て
城
下
岩
瀬

郷
に
亀
鏡
山
護
国
院
（
現
大
長
寺
）
を
創

建
。
氏
康
は
元
亀
二
年
（
１
５
７
１
）
に
世

を
去
り
、
綱
成
は
元
亀
四
年
（
１
５
７
３
）

に
出
家
「
道
感
」
と
号
し
、
家
督
は
嫡
男 

康
成
（
の
ち
の
氏
繁
）
に
譲
っ
た
。
氏
綱
・ 

氏
康
・
氏
政
と
３
代
に
仕
え
た
綱
成
は 

天
正
十
五
年
（
１
５
８
７
）
に
没
す
。
７
３
歳 

 

(3)     玉縄城 まちだより ２００８年（平成２０年）１１月３日発行 第３号 

“
玉
縄
城
の
魅
力
と 

地
域
住
民
の
智
慧
” 

伊
藤 

一
美 

支
配
し
て
い
た
。
以
後
、
養
子
福
島
（
北

条
）
綱
成
・
氏
繁
・
氏
舜
・
氏
勝
と
５
代
※

の
玉
縄
城
主
た
ち
が
居
を
構
え
た
。 

（
編
集
注
※
六
代
と
の
説
も
あ
り
） 

 

天
正
１
８
年
（
１
５
９
０
）
４
月
、
山
中
城

か
ら
玉
縄
へ
退
去
し
て
き
た
氏
勝
は
、
龍
宝

寺
住
持
良
達
和
尚
の
仲
介
に
よ
っ
て
豊
臣

秀
吉
に
降
伏
し
た
。
七
百
騎
の
城
兵
も

退
去
し
、
氏
勝
は
徳
川
家
康
の
も
と
に

保
護
さ
れ
た
。
５
月
、
勢
多
掃
部
守
・
生
駒

主
殿
正
が
玉
縄
城
に
入
る
。
城
下
の
村
か

ら
禁
制
が
求
め
ら
れ
、
地
域
住
民
の
安
全

保
障
を
取
り
付
け
て
い
る
。 

 

玉
縄
城
跡
に
は
、
所
謂
「
破
城
」
の
痕
跡

が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
城
郭
と
し

て
の
機
能
は
建
前
上
で
あ
る
が
消
滅
し
た
。

元
城
主
の
氏
勝
に
よ
る
降
伏
と
、
城
兵
の

退
去
が
そ
の
条
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
大
き
な
要
因
は
、
玉
縄
地
域

住
人
へ
の
安
全
保
障
を
獲
得
す
る
こ
と
こ

そ
、
元
城
主
と
し
て
の
務
め
で
あ
っ
た
。
つ
い

最
近
ま
で
「
玉
縄
城
址
」
が
地
域
の
中
で

残
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
意
味
は
、
ま
さ
に

こ
こ
に
あ
る
。 

「
玉
縄
城
」
の
魅
力
は
、
最
後
の
城
主
北
条

氏
勝
の
意
志
が
「
「
地
域
住
民
」
に
向
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
を
い
ま
に
支
持
し
て

き
た
「
玉
縄
住
民
」
が
い
た
こ
と
だ
。
住
民
の

支
持
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
「
城
主
」

と
し
て
の
存
在
意
義
が
あ
る
。
為
政
者
と

は
、
か
く
あ
る
べ
き
も
の
、
と
い
う
こ
と
を

「
玉
縄
城
址
」
か
ら
学
べ
る
の
で
あ
る
。 

 

（
歴
史
研
究
家
） 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９ 

 

古
い
航
空
写
真
に
目
が
止
ま
っ
た
。 

中
央
に
は
「
ク
レ
ー
タ
ー
」
の
よ
う
な
大
き

な
窪
み
が
見
え
る
。
そ
の
山
稜
部
に
は
は
っ

き
り
と
し
た
道
が
見
え
た
。
窪
み
の
内
側

に
も
幾
筋
も
の
階
段
状
の
区
画
跡
が
あ
っ

た
。
こ
れ
こ
そ
、
「
玉
縄
城
」
４
５
０
年
後
の

姿
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
約
５
０
年
後
の
い
ま
。

「
主
郭
」
部
分
に
は
、
私
学
が
設
立
さ
れ
て

若
き
乙
女
た
ち
の
、
華
や
か
な
学
園
と
な

っ
て
い
る
。
か
つ
て
、
そ
こ
で
教
鞭
を
執
ら
れ

て
い
た
知
人
は
「
生
徒
た
ち
は
学
校
敷
地
が

昔
の
城
址
な
ど
と
は
、
最
初
は
ほ
と
ん
ど

知
り
ま
せ
ん
。
」
と
言
っ
て
い
た
。 

小
田
原
北
条
氏
の
一
門
、
玉
縄
北
条

氏
、
為
昌
が
そ
の
基
礎
を
造
っ
た
。
玉
縄
領

と
言
わ
れ
る
相
模
東
郡
・
武
蔵
久
良
岐

郡
、
さ
ら
に
は
三
浦
郡
、
武
蔵
小
机
を
も 

汗
か
き
・
知
恵
出
し
・
声
援
で
「
玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
お
問
い
合
わ
せ
は
お
近
く
の
会
員
ま
で 

 

歴
史
シ
リ
ー
ズ 

３ 
 

玉
縄
城
主 

北
条
綱
成 

 

 

 

 

て 

         
 
 
 

―
ご
先
祖
様
は
い
つ
頃
か
ら
当
地 

 
 
 
 

に
お
住
ま
い
で
す
か
― 

 
 
 
 
 

過
去
帳
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
の

慶
安
三
年
（
１
６
５
０
）
に
没
し
た
人

が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
貞
宗
寺
さ
ん 

の
初
期
の
檀
家
の
一
軒
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

家
業
は
農
家
で
、
法
要
の
た
め
に
田
畑
を 

寄
進
し
た
古
文
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

―
立
派
な
長
屋
門
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が

い
つ
頃
の
建
築
な
の
で
し
ょ
う
か
― 

            

義
父
が
亡
く
な
る
ま
で
、
じ
ゃ
が
い
も･

玉
ね
ぎ･

な
す･

き
ゅ
う
り･

そ
ら
ま
め･

絹
さ
や･

里
い
も
（
お
い
し
か
っ
た
）
な
ど
を

自
家
用
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
山
際
か
ら
杉

林
・
茶
畑
・
畠
の
順
に
土
地
を
利
用
し
一
番

上
の
段
は
茅
場
（
か
や
ば
）
に
し
て
い
ま
し

た
。
家
の
周
り
で
は
茗
荷･

ふ
き･

た
け
の
子

を
は
じ
め
種
々
の
山
菜
か
ら
薬
草
ま
で
が

取
れ
、
お
茶
や
梅･

柿
の
木
、
山
に
は
松･

楠

も
あ
っ
て
、
生
活
に
必
要
な
も
の
は
一
通
り

屋
敷
内
で
済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ち
ゃ
ん
と
自
給
自
足
で
き
る
昔
の
農
家
は

偉
か
っ
た
な
と
本
当
に
思
い
ま
す
。 

―
最
後
に
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
― 

 
山
の
緑
も
、
長
屋
門
の
よ
う
な
建
造
物

も
、
個
人
の
力
で
持
ち
こ
た
え
て
行
く
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
個
人
の
も
の
に
し
て

お
く
よ
り
は
、
行
政
の
力
で
、
市
民
の
共
有

の
財
産
と
し
て
、
維
持
し
て
行
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
） 

 

江
戸
時
代
の
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て

名
主
や
戸
長
・
代
議
人
を
務
め
た
善
兵
衛

（
１
８
０
８
～
１
８
９
１
）
が
当
主
の
頃
長
屋

門
を
建
築
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
建
て
ら

れ
た
当
時
は
朱
塗
り
の
赤
い
門
で
今
で
も

少
し
だ
け
そ
の
色
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

―
お
嫁
入
り
さ
れ
て
き
た
頃
の
玉
縄
の

様
子
は
ど
う
で
し
た
か
― 

 

縁
あ
っ
て
東
京
か
ら
来
ま
し
た
の
で
、

淋
し
い
所
だ
な
と
（
笑
）
。
近
く
に
お
店
が

無
く
、
ど
こ
に
買
い
物
に
行
こ
う
か
と
い
う

ほ
ど
で
し
た
。
昭
和
４
０
年
代
で
長
屋
門
の

前
は
田
ん
ぼ
で
し
た
し
、
ご
近
所
に
も
家
が

数
軒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

―
七
曲
坂
の
畑
で
は
ど
ん
な
作
物
を
耕
作

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
― 

玉縄城 まちだより ２００８年（平成２０年）１１月３日発行 第３号  (2) 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９ 

            

平
成
十
九
年
（
２
０
０
７
）
３
月
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
活
動
も
１
年
半
が
経
過
し
ま
し

た
。
市
の
協
力
も
得
な
が
ら
毎
月
第
一
土

曜
日
に
、
会
員
や
地
域
の
人
々
の
手
で
、

道
の
草
刈
り
や
側
溝
の
手
入
れ
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
、
活
動
の
成
果
が
現
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
、
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ･

セ
リ･

ア
ザ
ミ･

ノ
ギ
ク
な
ど
の
野
草
や
、
薬
草
の

オ
オ
バ
コ･

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ･

ド
ク
ダ
ミ
も 

自
生
し
、
可
憐
な
花
々
が
道
行
く
人
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
綺
麗
に
な
っ
た

側
溝
に
は
、
オ
オ
ヤ
マ
ト
ン
ボ
の
姿
も
。 

七
曲
坂
が
、
野
趣
に
富
む
道
に
な
っ
て
い

く
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。 

 

 
 

 

成
果
が
現
れ
て
き
た 

七
曲
坂
の
美
化
奉
仕
活
動 

 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ～玉縄万華鏡～ 

今
号
か
ら
玉
縄
に
お
住
ま
い
の

方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
ふ
る

さ
と
玉
縄
へ
の
思
い
を
お
聞
き
し
て
み

ま
し
た
。 
長
屋
門
で
知
ら
れ
る
小
坂
家 
小
坂
勝
代
さ
ん 

（
こ
さ
か
か
つ
よ
さ
ん
・
植
木
） 

七曲坂のゲンノショウコ 

  

 

 

 
平成２０年 

（写真提供 霜田繁男さん）                  昭和初期 

 

 
七曲坂のオオヤマトンボ 


